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Renesas Synergy™ プラットフォーム  

セルラーフレームワーク  

本資料は英語版を翻訳した参考資料です。内容に相違がある場合には英語版を優先します。資料によっては

英語版のバージョンが更新され、内容が変わっている場合があります。日本語版は、参考用としてご使用の

うえ、最新および正式な内容については英語版のドキュメントを参照ください。 

 

要旨(Introduction) 

本アプリケーションノートにより、ユーザが独自に設計したシステムでセルラーフレームワークモジュール

(Cellular Framework Module)を使用することが可能になります。本アプリケーションノートの内容を理解

すると、ユーザ独自のシステムへの本モジュールの追加、ターゲットアプリケーション向けの設定が行え、

さらに付属のアプリケーションコードを参照にしてコードを作成することが可能になります。他のアプリケ

ーションのより詳細なAPI記述等関する参考情報は、本書の参考情報の項に記載されているRenesas Synergy
™ウェブやナレッジベースから入手することが可能です。これは、本モジュールの高度な利用方法について

解説しており、より複雑な設計を行う上で重要な情報になります。 

セルラーフレームワークモジュールは、SSPアプリケーションフレームワーク(SSP Application Framework)

でのセルラーモデム統合のための上位アプリケーション層インタフェースであり、データ通信用のセルラー

ネットワークのプロビジョニング(provision)、設定(configure)、および通信を行うAPIセットを提供しま

す。セルラーフレームワークはSSPアプリケーションフレームワーク（コンソールフレームワーク(console 

framework)）を使用して、内部的にATコマンドを使用することによりシリアルインタフェースでセルラーモ

デム(Cellular Modem)と通信します。また、SSPアプリケーションフレームワークはデータ通信用のシリア

ルインタフェースでシリアルデータパイプを作成し、NetX™で提供されるPPP WANプロトコル(protocol)を利

用します。ソケット、NetXアプリケーションプロトコル、およびIoTプロトコル（MQTT、COAPなど）を使用

して、このワイドエリアネットワーク（WAN）リンクでTCP/IP通信を確立することが可能です。  

セルラーフレームワークは、特定のセルラーハードウェアモジュールのオンチップ（セルラーハードウェア

モジュール内部）に存在するTCP/IPスタックと通信するフレームワークレベルのソケットAPI(Socket API)

も提供するため、ソケットAPIを使用してインターネットネットワークと通信します。 
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必要リソース(Required Resources) 

セルラーフレームワークアプリケーションサンプル(Cellular Framework Application example)をビルドし

て実行するには、以下のものが必要です。 

 Renesas Synergy™ PK-S5D9キット 

 e2 studio ISDE v5.4.0.023以降またはRenesas Synergy™用IAR組込みWorkbench® v7.71.3以降  

 Synergyソフトウェアパッケージ（SSP）1.3.2以降またはSynergyスタンドアロンコンフィグレータ（SS
C）5.4.0.023以降 

 SEGGER J-Link®およびそれに対応するUSBドライバ  

 Windows® 7用Renesas Synergy USB CDCドライバ（バンドルに付属）  

 Tera Termコンソールアプリケーションまたは同等のアプリケーションがインストールされたWindows 7/
10のテスト用PC 

 PMODアダプタモジュール付きNimbeLink™ LTE CAT3セルラー モデム（型名NL-SW-LTE-TSVG（北米向
け））  

 PMODアダプタモジュール付きNimbeLink™ LTE CAT1セルラー モデム（型名NL-SW-LTE-GELS3-B（北米向
け））  

 サービス事業者（ベライゾン）のSIMカード 

(本ドキュメントはフレームワークの概念を説明する参考資料であり、上記記載の具体例（モジュール

およびサービス事業者）は日本で使用できません。 

 マイクロUSBケーブル 

 必要なすべてのRenesas（SSP）（Renesas Synergy™ウェブ（https://www.renesas.com/ja-jp/products/
synergy.html）からダウンロードします） 

 

前提条件と対象ユーザ(Prerequisites and Intended Audience) 

本アプリケーションノートは、Synergy e2
 studio ISDEまたはIAR Embedded Workbench for Renesas Synerg

y(IAR EW for Synergy)、およびSynergyソフトウェアパッケージ（SSP）に関して、ある程度経験があるユ

ーザを前提としています。本アプリケーションノートの手順に進む前に、SSPユーザーズマニュアル(SSP Us
er Manual)の手順に従ってBlinkyプロジェクトをビルドおよび実行してください。そうすることで、e2 stu

dioおよびSSPに慣れ、ボードへのデバッグ接続が適切に機能していることを確認できるようになります。  

さらに、本アプリケーションノートは、セルラーネットワーク、3GPP規格、およびその通信プロトコルに関

して、ある程度知識があるユーザを前提としています。また、TCP/IPとその階層アーキテクチャ、LAN技

術、WAN技術、BSDソケット通信などに関しても理解しているユーザを前提としています。 

 

対象ユーザは、S3、S5、S7 Synergy MCUシリーズを使用してセルラーフレームワークモジュールでアプリケ

ーションを開発しようとしているユーザです。 

  

https://www.renesas.com/ja-jp/products/synergy.html
https://www.renesas.com/ja-jp/products/synergy.html
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1.  セルラーフレームワークモジュールの概要 (Cellular Framework Module Overview) 

このセルラーフレームワークは、ベンダー固有のインタフェースコード(Interface code)を記述しなくて

も、アプリケーションが様々なベンダーのセルラーハードウェアモジュール(Cellular harware module)と

通信するための汎用インタフェース(generic interface)を提供します。セルラーフレームワークは主にAPI

の共通セットで構成されます。この共通セットは、ネットワークスタック(networking stack)とのインタフ

ェース、および各種セルラーハードウェアモジュールに対応する汎用インタフェースドライバとのインタフ

ェースに使用されます。本項では、セルラーフレームワークの基本ブロックと主な機能について説明しま

す。これにより、ユーザが対象とするセルラーアプリケーションをセルラーフレームワークで開発できるか

どうかを判断することが可能になります。  

このアプリケーションでは、ロウレベルのベンダードライバコードがセルラーフレームワークによって抽象

化されています。汎用APIと抽象化により、セルラーハードウェアモジュール向けに開発されたアプリケー

ションは別のセルラーハードウェアモジュールとともに簡単に移植することが可能です。ネットワークスタ

ックNetX もネットワークソフトウェア抽象化層（NSAL）によりフレームワークに統合されています。 
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1.1 セルラーフレームワークの主要ブロック (Major blocks of the Framework) 

Synergyセルラーフレームワークは以下の論理ブロック(logical block)で構成されます。 

 Synergyセルラーフレームワークアプリケーションインタフェース 

 NetX TCP/IPスタックに対応するネットワークスタック抽象化層（NSAL） 

 セルラーデバイスドライバ(Cellular Device Driver)  

 オンチップネットワークスタックをサポートするセルラーハードウェアモジュールとのインタフェース
に使用するBSDソケット互換API(BSD Socket compatible API) 

 Synergyソフトウェアパッケージ（SSP）HALインタフェース 
 

 

図1   セルラーフレームワークモジュール編成とインタフェース層 
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1.1.1 セルラーフレームワークアプリケーション層インタフェース (Cellular framework ap

plication layer interface) 

セルラーフレームワークは、アプリケーションがセルラーハードウェアモジュールの設定(configure)、プ

ロビジョニング(provision)、および通信を行うためのインタフェースの共通セット(common set)を提供し

ます。こうした汎用インタフェース(generic interface)により、ユーザはSynergy MCUを使用してセルラー

ベースのアプリケーションを開発することが可能です。セルラーハードウェアモジュールには、3GPP規格に

よって規定された様々な設定パラメータがありますが、個別のデバイスドライバやセルラーチップセット／

モジュールは必ずしもすべてのパラメータの設定をサポートしていない可能性があります。モジュールが機

能するためには、ネットワークオペレータ(network operator)、アクセスポイント名（APN）、およびセキ

ュリティー証明書(security credential)が最低限必要です。 

1.1.2 ネットワークスタック抽象化層 (Network stack abstruction layer) 

セルラーフレームワークは、ネットワークスタック抽象化層（NSAL）を提供します。NSALは、WANリンクで

のデータ通信に使用される（PPP）スタックによってNetXとセルラードライバ(Cellular driver)を接続する

層です。  

1.1.3 ソケットインタフェース層 (Socket interface layer) 

セルラーフレームワークは、セルラーハードウェアモジュール(Cellular hardware module)に存在するオン

チップネットワークスタック(on-chip network stack)とアプリケーションが連携するためのソケットレベ

ルAPI(Socket level API)を提供します。この場合、オンチップネットワークスタックとソケットインタフ

ェースをサポートするために、セルラー ハードウェアモジュール／ドライバが必要です。アプリケーショ

ンは、こうしたAPIを使用する際に、セルラーハードウェアモジュールのオンチップネットワークスタック

を使用し、NSALまたはNetXとそのソケットAPIを使用しません。また、Synergy MCUグループで動作している

ネットワークスタックも使用しません。 

1.1.4 PPPスタック (PPP stack) 

ポイントツーポイントプロトコル（PPP:Point to point protocol）は、データ通信で広く利用されているW

ANプロトコルです。NetXはSSPの一環としてPPPスタックサポートを提供します。NSALはPPPスタックを利用

して、シリアルインタフェースでセルラーサービス事業者のネットワークと通信します。PPPは、PAP/CHAP

のような認証方式(authentication method)に対応するオプションを提供します。こうした認証機構はオプ

ションですが、NSALはフレームワークAPIを利用して、セルラーハードウェアモジュールのデータを送受信

します。NSALにより、ネットワークスタック固有の変更を行わずにセルラーデバイスドライバ(cellular de

vice driver)を再利用することが可能です。 

1.1.5 セルラー デバイスドライバ(Cellular device driver) 

セルラーフレームワークはATコマンドセット(AT command)を使用して、シリアルドライバ(serial driver)

でセルラーモデム(Cellular modem)と連携します。モデムと連携するために使用されるシリアルインタフェ

ースはUARTです。フレームワークのデフォルトで使用されるUART速度は最大115200ビット／秒です。 

2. セルラーフレームワークモジュールの動作概要 (Cellular Framework Module Operat

ion Overview) 

上記の図1ではユーザアプリケーションの観点から、セルラーモデムとそれで利用可能なサポートに応じ

て、フレームワークを使用した通信(communication)に2種類の経路(path)が使用できることを示します。ホ

ストでTCP/IPスタックを使用するためのオプションを提供するモジュールもあれば、セルラーモデム自体に

存在するTCP/IPスタックを使用するためのオプションを提供するモジュールもあります。場合によっては、

セルラーハードウェアモジュールが両方のオプションを提供します。ホストTCP/IPスタック（NetX）が使用

されると、アーキテクチャ(図1)に示すようにNetX、NSAL、PPPの各論理層(logical layer)が使用されま

す。オンチップスタック(on-chip stack)が使用されると、セルラーモデムに存在するTCP/IPスタックとの

通信にソケットAPIが使用されます。ただし、ユーザは両方を同時に使用することはできません。 
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2.1 セルラーフレームワークモジュールの初期化 (Cellular framework module initi

alization) 

図2は、ユーザが指定したセルラーモデム向け設定(configuration)による初期化(initialization)の制御フ

ローを示します。この時、NetX nx_ip_createが呼び出されます。この関数は、リンクレベル(link level)

の初期化に対応してセルラーハードウェアモジュール(cellular hardware module)を初期化するNSALドライ

バエントリ関数(NSAL driver entry function)を内部的に呼び出します。さらに、モジュールをプロビジョ

ニングし、PPPインタフェースでネットワーク接続を確立します。 

 

 

図2   セルラーフレームワークモジュールの初期化シーケンス  
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2.2 セルラーハードウェアモジュールのプロビジョニング (Cellular hardware modul

e provisioning) 

プロビジョニングに使用される引数(arguments)は制御構造体(control structure)と、ユーザ設定パラメー

タ(user configured parameter)で指定されます。セルラーモデムのプロビジョニングとしてユーザが設定

するパラメータは認証(authentication)、APN(access point name)、ユーザ名、およびパスワードです。セ

ルラーフレームワークの場合、コールバック関数(callback function)がモジュールをプロビジョニングし

ます。ユーザはプロビジョニングの際に、APN名、認証タイプに加えて、モジュールのプロビジョニングに

必要な詳細を指定する必要があります。 
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2.3 ソケットインタフェースによるアプリケーションフロー制御 (Application flow 

control using socket interface) 

以下の図3は、セルラーソケットインタフェース(Cellular Socket interface)でオンチップスタック経路(o

n-chip stack path)を使用するフローを示しています。 

 

図3   セルラーフレームワークモジュールのソケットインタフェース  
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2.4 セルラーパケット送信(Cellular packet transmisson) 

下記の図4のフロー図は、NetXアプリケーションのパケット送信で実行される手順のシーケンスを示しま

す。 

 

 

図4   セルラーフレームワークのパケット送信シーケンス 
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2.5 セルラーパケット受信 (Cellular Packet Reception) 

下記の図5は、NetXによるセルラーフレームワークのパケット受信のフローを示しています。データがシリ

アルインタフェースで受信されたときは、処理スレッド(processing thread)がコールバック関数(callback 

function)をトリガします。続いて、コールバック関数がデータを処理し、次の処理のためにNetXの層に送

信します。  

 

 

図5   セルラーフレームワークのパケット受信シーケンス  
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2.6 セルラーフレームワークモジュールの重要な動作上の注意事項と制限 (Cellular 

framework module important operation notes and limitations) 

 現在のフレームワークは、NimbeLink CAT3およびCAT1セルラー ハードウェアモジュールのみをサポート
しています。 

 無線でのファームウェアアップグレード（FOTA）は、NimbeLink CAT3およびCAT1セルラーハードウェア
モジュールでサポートされていません。 

  

本モジュールに関するその他の動作上の制限については、最新のSSPリリースノート(SSP Release Note)を
参照してください。 
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3. セルラーフレームワークモジュールAPIの概要(Cellular Framework Module APIs Ove

rview) 

セルラーフレームワークモジュールは汎用インタフェース(generic interface)を使用して、モジュール下

層部と連携するためのAPIセットを定義します。以下は、ドライバおよびセルラーハードウェアモジュール

と通信するために、セルラーフレームワークで使用されるAPIです。ほとんどのセルラー フレームワークAP

Iは、インスタンス(instance)作成時に作成されるAPIであるp_ctrlおよびp_cfgデータ構造体を使用しま

す。APIについて効率よく理解を深めるために、構造体とその詳細の一部をここで説明します。インスタン

ス構造体の詳細については、SSPユーザーズマニュアル(SSP User Manual)を参照してください。 

このインスタンス構造体は、セルラーフレームワークインタフェースのインスタンスを使用するために必要

なすべての要素を包含しています。ほとんどのAPIは、アプリケーションで使用される場合、制御構造体(co

ntrol structure) と設定構造体(config structure)をパラメータとして使用します。  
 
typedef struct st_sf_cellular_instance 
{ 

sf_cellular_ctrl_t     * p_ctrl; セルラー フレームワークインスタンスの制御構造体

へのポインタ 

sf_cellular_cfg_t      const * p_cfg;   セルラー フレームワークインスタンスの設定構造体

へのポインタ 

sf_cellular_api_t      const * p_api;    セルラー フレームワークインスタンスのAPI構造体

へのポインタ 

} sf_cellular_instance_t; 

下記の表は、設定構造体に含まれるセルラー設定パラメータ(Cellular configuration parameter)を示して

います。これらのパラメータの一部はコンフィグレータで設定されます。この設定情報は、APIの呼び出し

時にドライバ下層部で使用されます。  

 
typedef struct st_sf_cellular_cfg 
{ 

sf_cellular_op_select_

mode_t         

op_select_mode        セルラーオペレータ選択モード。動作

モード選択に利用できる4種類のオプシ

ョンがあります。 

 自動（自動オペレータ選択） 

 手動（手動オペレータ選択） 

 登録解除(De-register)（ネット

ワークからの登録解除） 

 手動フォールバック（自動への

フォールバック機能付き手動） 

sf_cellular_op_t                     op   セルラーオペレータ。オペレータ選択

モードが手動モードの場合に有効で

す。これは、セルラーオペレータ名と

名前の形式を保持する設定構造体に含

まれる構造体です。 

uint16_t                             num_pref_ops      pref_ops配列の優先セルラーオペレー

タの数。ユーザは優先オペレータリス

トを保持することが可能です。 

sf_cellular_op_t                         pref_ops [SF_CELLULAR_M

AX_ 

優先オペレータを示す構造体の配列 
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PREFFERED_OPERATOR_COUN

T] 

sf_cellular_timezone_u

pdate_mode_t   

tz_upd_mode         タイムゾーン更新モードポリシー。こ

れはタイムゾーン自動更新（有効／無

効）のオプションです。 

uint8_t                            * p_sim_pin                       SIM PIN。SIM PINをアンロックする必

要がある場合、ここで設定することが

可能です。 

uint8_t                            * p_puk_pin                       PUK。パーソナルアンロックキー（PU

K）は、紛失または忘却した暗証番号

（PIN）をリセットするために、3GPP携

帯電話で使用されます。ほとんどのセ

ルラーモデムはPIN保護機能を備えてい

ます。 

ssp_err_t                         (* p_prov_callback) 

(sf_cellular_callback_a

rgs_t * p_args) 

プロビジョニングコールバック関数へ

のポインタ（NSALで使用） 

void (* p_recv_callback) 

(sf_cellular_callback_a

rgs_t * p_args) 

これはNetXで使用される受信コールバ

ック関数です。この関数は、セルラー

ハードウェアモジュールからデータパ

ケットを取得し、次の処理のためにNet

Xに渡します。 

void const * p_context                       コールバック関数に渡されるユーザ定

義コンテキスト 

void const * p_extend                        拡張設定に対応するインスタンス固有

の設定 

sf_cellular_at_cmd_set

_t     

const * p_cmd_set                       インスタンス固有のATコマンドセット

へのポインタ 

} sf_cellular_cfg_t 

 

typedef struct st_sf_cellular_ctrl 

{ 

void * p_driver_handle    セルラーデバイスドライバの下層部で必要な情

報を格納します。 

} sf_cellular_ctrl_t 
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セルラー プロビジョニング情報構造体(Cellular provisoning information structure) 

 

typedef struct st_sf_cellular_provisioning 

{ 

uint8_t                              Apn 

[SF_CELLULAR_MAX_STRING_L

EN]        

アクセスポイント名 

sf_cellular_auth_type_t              auth_type                               認証タイプ：PAP/CHAP 

uint8_t                              Username 

[SF_CELLULAR_MAX_STRING_L

EN]   

認証に使用するユーザ名 

uint8_t                              Password 

[SF_CELLULAR_MAX_STRING_L

EN]   

認証に使用するパスワード 

sf_cellular_airplane_mo

de_t 

airplane_mode                           機内モード(Airplane mode) 

uint8_t                              context_id                              接続に使用するコンテキストID 

sf_cellular_pdp_type_t               pdp_type                                コンテキストのPDPタイプ 

} sf_cellular_provisioning_t 

 
 

セルラー情報構造体の情報(Cellular info structure information) 

 
typedef struct st_sf_cellular_info 
{ 

uint8_t        mfg_name[SF_CELLULAR_MFG_NAME_LE

N]   

メーカ名 

uint8_t        chipset[SF_CELLULAR_CHIPSET_LEN]   セルラー チップセット／ドライバ情

報を示す文字列へのポインタ 

uint8_t        fw_version[SF_CELLULAR_FWVERSION_

LEN]   

セルラー ファームウェアバージョン 

 

uint8_t        imei[SF_CELLULAR_IMEI_LEN]             IMEI番号 

uint16_t       rssi                                      受信信号強度表示 

 

uint16_t       ber ビットエラーレート 

} sf_cellular_info_t 
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セルラー インスタンスの統計カウンタとエラーカウンタ(The statistics and error counters for the ce

llular instance) 

 
typedef struct st_sf_cellular_stats 

{ 

uint32_t     rx_bytes 正常受信バイト数 

uint32_t     tx_bytes 正常送信バイト数 

uint32_t     rx_err エラー受信バイト数 

uint32_t     tx_err エラー送信バイト数 

} sf_cellular_stats_t  
 
セルラー ネットワークステータス構造体(The Cellular network status structure) 
 
typedef struct st_sf_cellular_network_status 

{ 

uint16_t country_code 国コード 

uint16_t operator_code オペレータコード 

uint16_t rssi RSSI 

uint8_t   cid[SF_CELLULAR_CID_LEN]               セルID 

uint8_t   imsi[SF_CELLULAR_IMSI_LEN]               IMSI 

uint8_t   op_name[SF_CELLULAR_MAX_OPERATOR_NAM

E_LEN] 

オペレータ名 

uint8_t   service_domain                             サービスドメイン(SErvi

ce Domain) 

Uint8_t active_band                                アクティブバンド 

} sf_cellular_network_status_t  
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セルラー ハードウェアモジュールリセットタイプ (Cellular Hardware Module reset type)  

typedef enum e_sf_cellular_reset_type 

{ 

SF_CELLULAR_RESET_TYPE_SOFT ATコマンドによるソフトリセットモジュール 

SF_CELLULAR_RESET_TYPE_HARD リセット端子のトグルによるハードリセットモジュール 

} sf_cellular_reset_type_t 

ssp_err_t（SSPエラーコード）：これらは、APIの使用時にSSPから返されるエラーコードです。以下のリス

トは、セルラー フレームワーク固有のエラーコードです。詳細およびすべてのSSPエラーコードについて

は、SSPユーザーズマニュアルを参照してください。  

SSP_ERR_CELLULAR_CONFIG_FAILED セルラー モジュールの設定に失敗しました。 

SSP_ERR_CELLULAR_INIT_FAILED  セルラー モジュールの初期化に失敗しまし

た。 

SSP_ERR_CELLULAR_TRANSMIT_FAILED 送信に失敗しました。 

SSP_ERR_CELLULAR_FW_UPTODATE ファームウェアは最新です。 

SSP_ERR_CELLULAR_FW_UPGRADE_FAILED ファームウェアアップグレードに失敗しまし

た。 

SSP_ERR_CELLULAR_FAILED セルラー処理に失敗しました。 
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3.1 セルラーフレームワークAPI (Cellular Framework API)  

3.1.1 open 

説明：データ転送のために、セルラーハードウェアモジュールを初期化し、有効にします。ドライバの初期

設定、ドライバリンクの有効化、割り込みの許可、およびデータ転送に向けたデバイスの準備を行います。  

パラメータ(Parameter) 

名前(Name) 方向(Direction) 内容(Description) 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl  

p_cfg In Link-> st_sf_cellular_cfg  

 

戻り値(Return value) Link-> ssp_err_t (SSP エラーコード): 

 

関数プロトタイプ      

(Function Prototype) 

ssp_err_t (*open) (sf_cellular_ctrl_t * p_ctrl,sf_cellular_c

fg_t const * const p_cfg) 

 
 

3.1.2 close 

説明：セルラーハードウェアモジュールを初期化せず(de-initialize)に、すべての通信を無効(disable)に

します。PDPコンテキストを無効にします。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl 

戻り値 Link-> ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ ssp_err_t (*close) (sf_cellular_ctrl_t * p_ctrl) 

 
 
 

3.1.3 provisioningGet 

説明：セルラーハードウェアモジュールに関するプロビジョニング情報を入手します。 

 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl  

p_cellular_provisio

ning 

Out See-> st_sf_cellular_provisioning 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* networkConnect) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl) 
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3.1.4 provisioningSet 

説明：セルラーハードウェアモジュールに関するプロビジョニング情報を設定します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link->  st_sf_cellular_ctrl  

p_cellular_provisio

ning 

In See:->  st_sf_cellular_provisioning  

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* provisioningSet) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctr

l, sf_cellular_provisioning_t const * const p_cellular_provision

ing) 

 

3.1.5 infoGet 

説明：セルラーハードウェアモジュールの情報を読み出します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link->  st_sf_cellular_ctrl  
p_cellular_info Out See:->st_sf_cellular_info 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* infoGet) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl, sf_ce

llular_info_t * const p_cellular_info) 
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3.1.6 statisticsGet 

説明：セルラーハードウェアモジュールの統計情報(statistics information)を返します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl  

p_cellular_device_stats Out Link-> st_sf_cellular_network_stats 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* statisticsGet) (sf_cellular_ctrl_t * const p_c

trl, sf_cellular_stats_t * const p_cellular_device_stats) 

3.1.7 transmit 

説明：送信のためにパケットバッファ(packet buffer)をPPPスタックに渡します。  

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link->  st_sf_cellular_ctrl 

p_buf     In Pointer to packet buffer to transmit 

length In Length of packet buffer 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* transmit) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl, uint

8_t * const p_buf, uint32_t length) 

3.1.8 versionGet 

説明：バージョンを取得し、指定されたポインタp_versionに格納します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_version Out バージョン番号を返すメモリ位置へのp_version

ポインタは、APIおよびSSPコードのバージョン

番号を取得します。 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* versionGet)(ssp_version_t * const p_version) 

3.1.9 networkConnect 

説明：データ接続を開始します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link->  st_sf_cellular_ctrl 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* networkConnect) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl) 
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3.1.10 networkDisconnect 
説明：データ接続を終了します。 
 

パラメータ 

名前 方向 内容 
p_ctrl In Link->  st_sf_cellular_ctrl 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* networkDisconnect) (sf_cellular_ctrl_t * const p_c

trl) 

 

3.1.11 networkStatusGet 

説明：ネットワークステータス情報を取得します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link->  st_sf_cellular_ctrl 

p_network_status Out Link->  st_sf_cellular_network_stats 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* networkStatusGet) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ct

rl, sf_cellular_network_status_t * p_network_status) 

 

3.1.12 simPinSet 

説明：SIM PINを設定します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link->  st_sf_cellular_ctrl 

p_old_pin   In Pointer to char array containing current 4 digi

t pin 

p_new_pin In Pointer to char array containing new 4 digit pi

n 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* simPinSet) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl, uin

t8_t * const p_old_pin, uint8_t * const p_new_pin)   
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3.1.13 simLock 

説明：SIMをロックします。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl 

p_pin   In PIN number to lock the SIM 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* simLock) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl, uint8

_t * const p_pin) 

 

3.1.14 simUnlock 

説明：SIMをアンロックします。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl 

p_pin   In PIN number to unlock the SIM 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* simUnlock) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl, uin

t8_t * const p_pin)   

 

3.1.15 simIDGet 

説明：SIM IDを取得します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl 

p_sim_id   Out SIM ID 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* simIDGet)(sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl, uint8

_t * p_sim_id) 

 
 

3.1.16 fotaCheck 

説明：利用可能なファームウェアアップグレード(Firmware upgrade)を確認します。 
 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ ssp_err_t (* fotaCheck) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl) 
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3.1.17 fotaStart 

説明：ファームウェアアップグレードを開始します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* fotaStart) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl) 
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3.1.18 fotaStop 

説明：ファームウェアアップグレードを停止します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* fotaStart) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl) 

 
 
 

3.1.19 reset 

説明：セルラー ハードウェアモジュールをリセットします。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_ctrl 

reset_type In Reset Type 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* reset) (sf_cellular_ctrl_t * const p_ctrl, sf_cell

ular_reset_type_t reset_type)) 
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3.2 セルラー フレームワークソケットインタフェースAPI(Cellular Framework Socke

t Interface API)   

セルラーフレームワークモジュールはソケットインタフェース(socket interface)を使用して、オンチップ

スタック(on-chip stack)を持つセルラーハードウェアモジュール(cellular hardware module)と連携する

ためのAPIセットを提供します。セルラーハードウェアモジュールのオンチップスタックと通信するため

に、セルラーフレームワークで使用されるAPIを以下に示します。  フレームワークは、オンチップモジュ

ールと通信するAPIの2つのセットを提供します。最初のAPIのセットは、インスタンスの作成時に作成され

るAPIの一環としてp_ctrlおよびp_cfgデータ構造体を使用します。2番目のAPIセットは、データ通信のため

にTCP/UDPソケットを作成するソケットインタフェース(socket interface)です。APIについて効率よく理解

を深めるために、構造体とその詳細をSSPユーザーズマニュアル(SSP User Manual)で説明します。 

このインスタンス構造体は、セルラーフレームワークインタフェースのインスタンスを使用するために必要

なすべての要素を包含しています。  

 

typedef struct st_sf_cellular_onchip_stack_instance 

{ 

sf_cellular_onchip_s

tack_ctrl_t 

* p_ctrl セルラー フレームワークインスタンスの制御構造体

へのポインタ 

sf_cellular_onchip_s

tack_cfg_t 

const * p_cfg   セルラー フレームワークインスタンスの設定構造体

へのポインタ 

sf_cellular_onchip_s

tack_api_t   

const * p_api    セルラー フレームワークインスタンスのAPI構造体

へのポインタ 

} sf_cellular_onchip_stack_instance_t; 

 
typedef struct st_sf_cellular_onchip_stack_ctrl   

{ 

sf_cellular_in

stance_t 

* p_lower_lvl_cellular SFセルラーインスタンスへのポインタ 

 

} sf_cellular_onchip_stack_ctrl_t 
 

セルラー設定パラメータを定義します。 

typedef struct st_sf_cellular_onchip_stack_cfg    

{ 

sf_cellular_instance_t   const * p_lower_lvl SFセルラーインスタンスへのポインタ 

void * p_extend 拡張設定 

} sf_cellular_onchip_stack_cfg_t; 

CAT3およびCAT1に関するオンチップソケットAPIエラーコード  

SF_CELLULAR_CAT3_SOCKET_INVALID_FD (-1) 無効なソケットディスクリプタ 

SF_CELLULAR_CAT3_SOCKET_ERROR                          (-1) ソケットAPI処理のエラー 

SF_CELLULAR_CAT3_SOCKET_SUCCESS                        (0) ソケット成功 

 

SF_CELLULAR_CAT1_SOCKET_INVALID_FD (-1) 無効なソケットディスクリプタ 

SF_CELLULAR_CAT1_SOCKET_ERROR                          (-1) ソケットAPI処理のエラー 

SF_CELLULAR_CAT1_SOCKET_SUCCESS                        (0) ソケット成功 
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3.2.1 open 

説明：セルラーハードウェアモジュールを初期化し、データ転送に対して有効にします。ドライバの初期設

定、ドライバリンクの有効化、割り込みの許可、およびデータ転送に向けたデバイスの準備を行います。  

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_onchip_stack_ctrl 

p_cfg In Link-> st_sf_cellular_onchip_stack_cfg  

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ ssp_err_t (* open) (sf_cellular_socket_ctrl_t * p_ctrl, sf_c

ellular_socket_cfg_t const * const p_cfg) 

 

3.2.2 close 

説明：ネットワークインタフェースを初期化せず(un-initialize)に、低消費電力モードにするか電源オフ

にすることが可能な関数へのポインタ。ドライバを閉じ、ドライバリンクを無効にし、割り込みを禁止しま

す。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link->  st_sf_cellular_onchip_stack_ctrl 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* close) (sf_cellular_socket_ctrl_t * const p_ct

rl) 

 

3.2.3 versionGet 

説明：バージョンを取得し、指定されたポインタp_versionに格納します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_version Out バージョン番号を返すメモリ位置へのp_version

ポインタは、APIおよびSSPコードのバージョン

番号を取得します。 

 

戻り値 Link->ssp_err_t（SSPエラーコード）： 

 

関数プロトタイプ  ssp_err_t (* versionGet) (ssp_version_t * const p_version) 
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3.2.4 socket 

説明：本APIはソケットを作成します。  

パラメータ 

名前 方向 内容 

p_ctrl In Link-> st_sf_cellular_onchip_stack_ctrl 

p_cfg In Link-> st_sf_cellular_onchip_stack_cfg  

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ  int socket (int domain, int type, int protocol) 

 

3.2.5 close 

説明：本APIはソケットを閉じます。  

パラメータ 

名前 方向 内容 

socket_fd In ローカルソケット  

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ  int close (int socket_fd) 

 

3.2.6 bind 

説明：IPアドレスで識別されるインタフェースへのAPIバインドソケット。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

socket_fd             In ローカルソケット 

p_local_sock_addr     In  ローカルソケットアドレスへのポインタ 

addrlen In ソケットアドレス構造体のサイズ 

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ int bind (int socket_fd, const struct sockaddr * p_local_soc

k_addr, socklen_t addrlen) 
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3.2.7 listen 

説明：TCP接続をリッスン(Listen)します。TCP接続に対してソケットをリッスンモード(listen mode)に設

定します。 
 

パラメータ 

名前 方向 内容 

socket_fd             In ローカルソケット 

backlog In 接続キューの最大数 

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ int listen (int sockfd, int backlog) 

 

3.2.8 connect 

説明：リモートソケットでTCP接続を確立します。 
 

パラメータ 

名前 方向 内容 

socket_fd             In ローカルソケット 

p_local_sock_addr     In  ローカルソケットアドレスへのポインタ 

addrlen In ソケットアドレス構造体のサイズ 

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ int connect (int sockfd, const struct sockaddr * p_serv_add

r, socklen_t addrlen) 

 
 

3.2.9 accept 

説明：リモートからの接続要求を受け入れます。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

sockfd In ローカルソケット 

p_cliaddr                Out 接続を試行しているリモートソケットアドレス

へのポインタ 

p_addrlen    Out クライアントソケットアドレスのアドレス長へ

のポインタ 

 

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ int accept (int sockfd, struct sockaddr * p_cliaddr, socklen

_t * p_addrlen) 
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3.2.10 send 

説明：リモートソケットにデータを送信します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

sockfd In ローカルソケット 

p_buf In データバッファへのポインタ 

length In データバッファ長 

flags In ソケットフラグ 

 

 

戻り値 成功の場合、これらの呼び出しから送信済み文字数が返されます。

エラーの場合、-1が返されます。 

 

関数プロトタイプ ssize_t send(int sockfd, const void * p_buf, size_t length, 

int flags) 

 

3.2.11 recv 

説明：リモートソケットからデータを受信します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

sockfd In ローカルソケット 

p_buf Out データが受信されるデータバッファへのポインタ 

length In 受信可能なデータの最大長 

flags In ソケットフラグ 

 

戻り値 成功の場合、これらの呼び出しから受信済み文字数が返されます。

エラーの場合、-1が返されます。 

 

関数プロトタイプ ssize_t recv (int sockfd, void * p_buf, size_t length, int f

lags)  
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3.2.12 sendto 

 説明：リモートソケットにデータを送信します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

sock_fd In ローカルソケット 

p_buf Out 送信されるデータバッファへのポインタ 

length In データバッファ長 

 

flags In ソケットフラグ 

 

p_dest_addr In データの送信先となるリモートソケットアドレス

へのポインタ 

addrlen In ソケットアドレス構造の長さ 

 

戻り値 成功の場合、これらの呼び出しから送信済み文字数が返されます。

エラーの場合、-1が返されます。 

 

関数プロトタイプ ssize_t sendto (int sockfd, const void * p_buf, size_t lengt

h, int flags, const struct sockaddr * p_dest_addr, 

socklen_t addrlen) 

 

3.2.13 recvfrom 

説明：リモートソケットからデータを受信します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

sockfd In ローカルソケット 

p_buf Out データが受信されるデータバッファへのポインタ 

length In 受信可能なデータの最大長 

flags In ソケットフラグ 

 

p_dest_addr In データを送信したリモートソケットアドレスへの

ポインタ 

addrlen In ソケットアドレス構造の長さ 

 

戻り値 成功の場合、これらの呼び出しから受信済み文字数が返されます。

エラーの場合、-1が返されます。 

 

関数プロトタイプ ssize_t recvfrom (int sockfd, void * p_buf, size_t length, i

nt flags, struct sockaddr * p_src_addr, socklen_t * p_addrle

n) 
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3.2.14 setsockopt 

説明：ソケットオプションを設定します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

sockfd In ローカルソケット 

level In ソケットAPIレベル   

optname In 設定されるオプション 

 

p_optval In 設定されるオプション値 

optlen In オプション値の長さ 

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ int setsockopt (int sockfd, int level, int optname, const vo

id * p_optval, socklen_t optlen) 

 

3.2.15 getsockopt 

説明：ソケットオプションを取得します。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

sockfd In ローカルソケット 

level In ソケットAPIレベル  

optname In 取得されるオプション 

 

p_optval Out 取得されるオプション値 

optlen In オプション値の長さ 

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ int getsockopt (int sockfd, int level, int optname, void * p

_optval, socklen_t * p_optlen) 
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3.2.16 select 

説明：指定された時間にわたって、特定のソケットを待機します。パケットが動作または到着すると、待機

から抜けます。 

パラメータ 

名前 方向 内容 

nfds        In 最大fd 

p_readfds        In データが読み出し可能かどうかを確認するfd_set

へのポインタ 

p_writefds       In データが書き込み可能かどうかを確認するfd_set

へのポインタ 

p_exceptfds      In 例外条件が発生したかどうかを確認するfd_setへ

のポインタ 

p_timeout        In 待機時間（ミリ秒単位） 

 

戻り値 Link-> On-chip socket API error codes for CAT3 and CAT1 

 

関数プロトタイプ int select (int nfds, fd_set * p_readfds, fd_set * p_writefd

s, fd_set * p_exceptfds, struct timeval * p_timeout); 

 
注： 関数のデータ構造体、typedef、define、APIデータ、API構造体、および関数変数に関する動作およ

び定義の詳細については、SSPユーザーズマニュアルの「API References for the associated modul
e」を確認してください。 
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4. アプリケーションにセルラー フレームワークモジュールを組み込む(Including the 

Cellular Framework Module in an Application) 

本項では、ISDEコンフィグレータ(ISDE configurator)を使用してアプリケーションにセルラーフレームワ

ークモジュールを組み込む方法について説明します。 

注： ユーザがプロジェクトの作成、スレッドの追加、スレッドへのスタックの追加、およびスタック内の
ブロックの設定に精通していることが前提です。ユーザがこれらの項目に精通していない場合は、SS
Pユーザーズマニュアルの最初の数章を参照して、SSPベースのアプリケーションを作成する際にこれ
らの重要な各手順を管理する方法を確認してください。 

 
アプリケーションにセルラーフレームワークを追加するには、以下の表に示すスタック選択シーケンスを使

用して、スレッドにセルラーフレームワークを追加するだけです。セルラーフレームワークは、アプリケー

ションにフレームワークを追加するために、以下のオプションをサポートしています。TCP/IPスタックがロ

ードされてモジュールで動作する場所に基づいて、セルラーフレームワークを以下のように分類することが

可能です。 

 TCP/IPスタック（Synergyホストで動作するTCP/IPスタック）としてNetXを使用するセルラーフレームワ
ーク  

 オンチップスタック（セルラー ハードウェアモジュールに存在するTCP/IPスタック）を使用するセルラ
ーフレームワーク 

4.1 セルラー フレームワークモジュールをNetXにTCP/IPスタックとして組み込む(Inc

luding the Cellular Framework Module with NexX as TCP/IP stack) 

セルラーフレームワークがNetXで使用される場合、下記の3とおりの方法で組み込むことが可能です。  

 セルラーフレームワークをNetXポート（NSAL層）のみに組み込む 

 セルラーフレームワークをIPインスタンス(IP instance)とともにアプリケーションに組み込む 

 セルラーフレームワークをNetXアプリケーション層とともに組み込む 
 
表1 セルラーフレームワークモジュールをNetXポートに組み込む 

リソース ISDEタブ スタック選択シーケンス 

g_sf_el_nx0（セルラーフレーム
ワークを使用するNetXポート） 

スレッド 「Framework」->「Networking」->「Cellular」->「N
etX Port using Cellular Framework」 

 

 

図6   NetXポートを使用するセルラー フレームワークモジュール  

 
表2 セルラーフレームワークモジュールをNetX IPインスタンスに組み込む 

リソース ISDEタブ スタック選択シーケンス 

g_ip0（NetX IPインスタンス） スレッド 「X-Ware」->「NetX」->「NetX IP Instance」 

 



Renesas Synergy™ プラットフォーム セルラー フレームワーク 

R30AN0311JU0103  Rev.1.03  Page 36 of 75 

2018.08.07  

 

図7   セルラー フレームワークモジュールをNetX IPインスタンスに組み込む 

 
表3   セルラーフレームワークを使用するNetXポートをIPインスタンスに組み込む 

リソース ISDEタブ スタック選択シーケンス 

g_sf_cellular_nx0（セルラー 
フレームワークを使用するNetX
ポート） 

スレッド 組み込まれた（IPインスタンス）から、「Add NetX N
etwork Driver」->「New」->「NetX Port using Cell
ular Framework on sf_cellular_nsal_nx」 

 

 

図8   セルラー フレームワークNSAL層を組み込む 

一部のアプリケーションでは、NetXアプリケーション層またはIPインスタンス（Synergy Wi-FiおよびEther

netアプリケーションなど）とともにセルラーフレームワークを組み込む必要があります。HTTPクライアン

トシーケンスを組み込む際のシーケンスおよびサンプルスナップショットを以下に示します。  

表4   NetX HTTPモジュール選択シーケンス  

リソース ISDEタブ スタック選択シーケンス 

g_http_client0（NetX httpクラ
イアント） 

スレッド 「X-Ware」->「Protocols」->「NetX HTTP Client」 
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図9   NetXアプリケーションHTTPクライアントを組み込む 

 
表5   NetXスタックによるセルラーフレームワークモジュール選択シーケンス 

リソース ISDEタブ スタック選択シーケンス 

g_sf_cellular_nx0（セルラー 
フレームワークを使用するNetX
ポート） 

スレッド 組み込まれたNetXアプリケーション（HTTPクライアン
ト）から、「Add NetX Network Driver」->「New」->
「NetX Port using Cellular Framework on sf_cellu
lar_nsal_nx」 

 

 

図10   NetXアプリケーション層にNSAL層を組み込む  
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4.2 セルラー フレームワークモジュールをTCP/IPのオンチップスタックに組み込む 

(Including the Cellular Framework Module with On-chip Stack for TCP/IP)  

一部のアプリケーションでは、セルラーハードウェアモジュール自体に存在するオンチップTCP/IPスタック

にセルラーフレームワークを組み込む必要があります。セルラーハードウェアモジュールで動作するスタッ

クが使用される場合、NetXスタックはSynergyホストで使用されません。セルラーフレームワークをオンチ

ップスタックサポートシーケンスとともに組み込む際のシーケンスおよびサンプルスナップショットを以下

に示します。  

表3 オンチップスタックによるCAT3のセルラー フレームワークモジュール選択シーケンス 

リソース ISDEタブ スタック選択シーケンス 

g_sf_cellular_socket0（CAT3セル
ラー フレームワークのオンチップ
スタックを使用するBSDソケット） 

スレッド 「Framework」->「Networking」->「Cellular」->「B
SD Socket using On-Chip Stack on CAT3 Cellular F
ramework」 

 

 

図11   CAT3にオンチップスタックを使用するセルラー フレームワークモジュール 

 

表4 オンチップスタックによるCAT1のセルラー フレームワークモジュール選択シーケンス 

リソース ISDEタブ スタック選択シーケンス 

g_sf_cellular_socket0（CAT1セル
ラー フレームワークのオンチップ
スタックを使用するBSDソケット） 

スレッド 「Framework」->「Networking」->「Cellular」->「B
SD Socket using On-Chip Stack on CAT1 Cellular F
ramework」 

 

 

図12   CAT1にオンチップスタックを使用するセルラー フレームワークモジュール 



Renesas Synergy™ プラットフォーム セルラー フレームワーク 

R30AN0311JU0103  Rev.1.03  Page 39 of 75 

2018.08.07  

5. セルラーフレームワークモジュールの設定(Configuring the Cellular Framework Mo

dule)  

前項では、セルラーフレームワークをアプリケーションに組み込む各種方法について説明しました。本項で

は、フレームワークモジュールとその依存するモジュールの設定について説明します。個別の設定パラメー

タ、その推奨値、デフォルト値について詳細に解説しています。このため、ユーザはこれらの項目を必要に

応じて自分のアプリケーションに適用することが可能です。 

5.1 セルラー フレームワークをNetXでTCP/IPスタックとして設定 (Configuring Cell

ular Framework with NetX as TCP/IP Stack) 

 

図13   NetXをTCP/IPスタックとして使用するセルラーフレームワークモジュール 
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上記の図13に記載されている（1）の設定プロパティ（sf_cellular_nsal_nxでセルラーフレームワークを使

用するg_sf_el_nx0 NetXポート）を以下に示します。 

ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

共通 

パラメータ確認                  
(Parameter Checking) 

BSP、有効(Enabled)、
無効(Disabled) 
デフォルト：BSP 

これらは、SSPコード内のAPIから渡さ
れるパラメータを確認するオプション
のSSP機能です。アプリケーションでS
SPコードの追加確認が不要な場合、ユ
ーザはこれを無効にすることが可能で
す。  

sf_cellular_nsal_nxでセルラー フレームワークを使用するg_sf_el_nx0 NetXポート 

名前(Name) g_sf_el_nx0 NetXポートインスタンス(Port instaa
nce)の名前 

PPPスタックサイズ（バイト単位） 

(PPP Stack Size in Bytes) 

2048 これは、PPPのスタックサイズです。
デフォルトでは、2048に設定されま
す。ユーザは最適な動作のためにこの
値を保持する必要があります。ユーザ
は最小スタックサイズを2048として保
持する必要があります。 

名前(Name) g_nx_ppp0 PPPインスタンス(PPP instance)の名
前 

PPPスレッドの優先度を表す数値（IP 
Helperスレッドよりも低い優先度に
する必要があります）。有効な値は0
～（TX_MAX_PRIORITES-1）の範囲で
す。値0が最も高い優先度を表しま
す。  

3 これは、フレームワークで使用される
内部PPPスレッドの優先度です。ユー
ザはアプリケーションスレッドをこの
優先度と同じレベルに維持することが
推奨されます。または、アプリケーシ
ョンスレッドを低い優先度にすること
も可能です。  

認証方法(Authentication Method)
  

None これは、PPPの認証を選択するための
フィールドです。PPPはPAPまたはCHAP
の認証、または認証なし（None）で動
作します。 

無効なパケットハンドラコールバッ
ク(Invalid Packet Hadler Callbac
k) 

NULL これは、無効なパケット(Invalid Pac
ket)を処理するためのコールバック(C
allback)です。ユーザは無効なパケッ
トをコールバックで処理することが可
能です。 

PAPログインコールバック     
(PAP Login Callback) 

ppp_link_down_callbac
k 

これは、フレームワークから提供され
るコールバックです。ユーザは、各自
のアプリケーションでPPPリンクダウ
ンイベント(PPP link down event)を
処理するように、このコールバックを
カスタマイズすることが可能です。た
とえば、PPPリンクがダウンしたとき
に、アプリケーションは利用可能なネ
ットワーク通信インタフェースに切り
替わることが可能です。または、適切
な措置を取ってください。 

PAP認証ログインコールバック   
(PAP verify Login Callback) 

ppp_link_up_callback これは、フレームワークから提供され
るコールバックです。ユーザは、PPP
リンクアップイベントを処理するよう
に、このコールバックをカスタマイズ
することが可能です。ユーザはアプリ
ケーション要件ごとにコールバック処
理をカスタマイズすることが可能で
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ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

共通 

す。 

チャレンジ値コールバック取得  
(Get Challenge Values Callback) 

NULL これは、認証CHAP(Authentication CH
AP)のコールバックです。ユーザが認
証CHAPの使用を希望する場合、チャレ
ンジ値を処理するようにコールバック
をコーディングする必要があります。 

レスポンダ値コールバック取得  
(Get Response Values Callback) 

NULL これは、認証CHAPのコールバックで
す。ユーザが認証CHAPの使用を希望す
る場合、レスポンダ値を処理するよう
にコールバックをコーディングする必
要があります。 

認証コールバック取得      
(Get Verification Callback) 

NULL これは、認証CHAPのコールバックで
す。ユーザが認証CHAPの使用を希望す
る場合、認証を処理するようにコール
バックをコーディングする必要があり
ます。 

ローカルIPv4アドレス（区切り記号
にカンマを使用します）  

0,0,0,0 PPPはポイントツーポイントプロトコ
ル(point to point protocol)です。
これは、ローカルIPアドレスが設定さ
れる場所です。ただし、PPPは、この
フィールドに0,0,0,0が選択された場
合にピア側(peer side)がIPv4アドレ
スを割り当てるオプションも提供しま
す。  

ピアIPv4アドレス（区切り記号にカ
ンマを使用します） 

0,0,0,0 これは、ユーザがピア(peer)のIPアド
レスを割り当てるプレースホルダ(pla
ceholder)です。セルラーフレームワ
ークの場合、PPPリンクに使用する所
定のIPアドレスがサービス事業者から
提供された場合、そのIPアドレスをこ
こで割り当てることが可能です。 

 
上記の図13に記載されている（2）の設定プロパティ(configuration property)（NetX PPP共通）を以下に

示します。本モジュールが追加されるため、ユーザは設定に変更を加える必要はありません。 

ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

モジュールNetX PPP共通 

名前 g_nx_ppp_common0 PPP共通モジュール(PPP Common M
odule)の名前 
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5.1.1 セルラーフレームワークモジュールCAT3/CAT1モデムデバイスドライバ設定(Cellular 

Framework Module CAT3/CAT1 Modem Device configuration) 

上記の図13に記載されている（3）の設定プロパティ（CAT3モデムのg_sf_cellular0セルラーフレームワー

ク）を以下に示します。本モジュールでは、モデムとフレームワークへのインタフェースに固有の設定で

す。 

 
ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

共通 

パラメータ確認                 
(Parameter Checking) 

BSP、有効(Enabled)、無
効(Disabled) 
デフォルト：BSP 

これらは、SSPコードのAPIから渡さ
れるパラメータを確認するオプショ
ンのSSP機能です。アプリケーション
でSSPコードの追加確認が不要な場
合、ユーザはこれを無効にすること
が可能です。  

オンチップスタックサポート   
(On-Chip Stack Support) 

有効(Enabled)、無効(Dis
abled) 
デフォルト：無効 

これらのオプションはオンチップス
タックの選択に使用されます。NetX
スタックが使用される場合、これを
無効にする必要があります。  

モデム(Modem) CAT3の場合 - TVSG, TEUG 

CAT1の場合 - GELS3, WM1
4 

これらは、アプリケーションで使用
されるCAT3モジュールとCAT1モジュ
ールに基づくモデム選択です。LTEバ
ンドに基づく各地域（北米、ヨーロ
ッパなど）に応じて、各種のCAT1モ
デムまたはCAT3モデムが使用されま
す。 

CAT3/CAT1モデムのg_sf_cellular0セルラー フレームワーク 

名前 g_sf_cellular0 セルラーモデムのインスタンス名 

SIM PIN（SIMのアンロックに使用さ
れます）  

1111 SIMをアンロックするためのSIM PI
N。SIMのアンロックが必要な場合、
ここで設定することが可能です。 

SIM PUK（SIMのアンロックに使用さ
れます） 

12345678 SIMをアンロックするSIMパーソナル
アンロックキー。SIMのアンロックが
必要な場合、ここで設定することが
可能です。 

優先オペレータ数  0 優先オペレータ総数。ゼロ以外の場
合、モデムは1～5の順にオペレータ
を試行します。 

優先オペレータ1の名前  40422 オペレータ1の数値名 

優先オペレータ1の名前形式  数値 オペレータの名前形式 

優先オペレータ2の名前 40422 オペレータ2の数値名 

優先オペレータ2の名前形式  数値 オペレータの名前形式 

優先オペレータ3の名前  40424 オペレータ3の数値名 

優先オペレータ3の名前形式  数値 オペレータの名前形式 

優先オペレータ4の名前 40422 オペレータ4の数値名 

優先オペレータ4の名前形式 数値 オペレータの名前形式 

優先オペレータ5の名前 40424 オペレータ5の数値名 

優先オペレータ5の名前形式 数値 オペレータの名前形式 

オペレータ選択モード 自動 自動または手動オペレータ選択モー
ド 

オペレータ名（手動モード選択） 40422 手動モードのオペレータ数値名 

オペレータ名前形式（手動モード選
択）  

数値 手動モードのオペレータ名前形式 

タイムゾーン更新ポリシー(Time Zo 有効 ネットワークによる時刻同期 



Renesas Synergy™ プラットフォーム セルラー フレームワーク 

R30AN0311JU0103  Rev.1.03  Page 43 of 75 

2018.08.07  

ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

共通 

ne Update Policy)ne Update Poli 

受信データコールバック     
(Receive Data Callback)  

sf_cellular_nsal_recv_c
allback 

受信者のコールバック関数  

プロビジョニングコールバック  
(Provisioning Callback)  

celr_prov_callback セルラーハードウェアモジュールを
プロビジョニングするためのコール
バック関数 

循環キューサイズ（バイト単位） 
(Circular Queue Size in Bytes)
  

256 受信データのデータキューサイズ
（バイト単位）。これは、セルラー 
モデムからデータを受信するための
データバッファサイズです。256バイ
トがデフォルトで、必要最低限のサ
イズです。 

SF通信フレームワークスレッドスタ
ックサイズ(SF Communication Fram
ework Stack Size)  

512 内部通信フレームワークスレッドの
スタックサイズ。セルラー フレーム
ワークはシリアル通信に通信フレー
ムワークを使用します。必要最低限
のスタックサイズは512バイトです。 

SF通信フレームワークスレッドの優
先度を表す数値。有効な値は0～（T
X_MAX_PRIORITES-1）の範囲です。
値0が最も高い優先度を表します。 

5 通信フレームワークスレッドの優先
度 

セルラーハードウェアモジュールリ
セット入出力端子(Cellular Hardwa
re Module Reset IO Pin) 

IOPORT_PORT_10_PIN_05 リセット端子として使用されるGPIO
端子 

 
 

5.1.2 セルラー フレームワークモジュールパケットプール設定(Cellular Framework Module 

Packet Pool configuration) 

ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

モジュールg_packet_pool0 NetXパケットプールインスタンス 

名前 g_packet_pool0 パケットプールのインスタンス名 

パケットサイズ（バイト単位）  
(Packet Size in Bytes) 

128 パケットのサイズ（バイト単位）。
これは、PPPパケットのサイズで
す。 

プール内のパケット数      
(Number of Packet in Pool) 

64 プール内のパケット総数 

生成された初期化関数の名前   
(Name of Packets in Pool)           
packet_pool_init0 

packet_pool_init0 パケットプール初期化関数の名前 

自動初期化(Auto Initialization)
  

有効 パケット初期化の自動初期化 

 
ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

nxのモジュールNetX共通 

生成された初期化関数の名前   
(Name of generated initializatio
n function) 

nx_common_init0 NetX共通の初期化関数  

自動初期化(Auto Initialization)
  

有効(Enabled) NetX共通の自動初期化 
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ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

共通 

パラメータ確認         
(Parameter Checking) 

BSP、有効(Enabled)、無効
(Desabled) 
デフォルト：BSP 

これらは、SSPコードのAPIから渡さ
れるパラメータを確認するオプショ
ンのSSP機能です。アプリケーショ
ンでSSPコードの追加確認が不要な
場合、ユーザはこれを無効にするこ
とが可能です。  

リード入力キューサイズ（4バイト
ワード）            
(Read Input Queue Size (4-Byte W
ords)) 

15 通信フレームワークがシングルリー
ドで処理できるバイト数 

sf_uart_commsのモジュールg_sf_comms0通信フレームワーク 

名前(Name) g_sf_comms0 通信フレームワークのインスタンス
名 

生成された初期化関数の名前   
(Name of generated initializatio
n function)  

sf_comms_init0 コンフィグレータで生成された通信
初期化関数の名前 

自動初期化(Auto Initialization) 有効(Enabled) 通信初期化関数の自動初期化 



Renesas Synergy™ プラットフォーム セルラー フレームワーク 

R30AN0311JU0103  Rev.1.03  Page 45 of 75 

2018.08.07  

5.1.3 セルラーフレームワークモジュールUART設定(Cellular Framework Module UART confi

guration) 

本項では、セルラーハードウェアモジュールと通信するセルラーフレームワークのUART設定について詳しく

説明します。 

注： これらのモジュール（r_sci_uart, r_dtc）の設定に関する詳細については、本書の参考情報の項に
記載されているモジュールガイド(Module Guide)を参照してください。 

ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

共通 

外部RTS動作          
(External RTS Operation) 

無効(Disable) RTS動作の有効化／無効化  

受信(Reception) 有効(Enable) UART受信の有効化／無効化 

送信(Transmission) 有効(Enable) UART送信の有効化／無効化 

パラメータ確認         
(Parameter Checking) 

BSP、有効(Enabled)、
無効(Disabled) 
デフォルト：BSP 

これらは、SSPコードのAPIから渡される
パラメータを確認するオプションのSSP
機能です。アプリケーションでSSPコー
ドの追加確認が不要な場合、ユーザはこ
れを無効にすることが可能です。 

r_sci_uartのモジュールg_uart0 UARTドライバ 

名前(Name) g_uart0 UARTドライブインスタンスの名前 

チャネル(Channel)   0 セルラー モデムに接続されたSCI UART
のチャネル番号 

ボーレート(Baud Rate)  115200  セルラー モデムとのUART通信のボーレ
ート 

データビット(Data Bits) 8ビット UART選択のデータビット数 

パリティ(Parity)  なし パリティビット選択  奇数／偶数または
なし 

ストップビット(Stop Bits) 1ビット ストップビット数 

CTS/RTS選択(CTS/RTS SElection)
  

RTS（CTSは無効です） RTS/CTS選択  

ユーザによって定義されるUARTコー
ルバック関数の名前  

NULL ユーザによって定義されるUARTコールバ
ック関数 

クロックソース(Clock Source) 内部クロック(Internal 
Clock) 

クロックソース選択 

SCK端子からのボーレートクロック
出力(Baud rate Clock Output from 
SCK pin)  

無効(Disable) SCK端子からのボーレートクロック選択 

スタートビット検出(Start bit det
ection) 立ち下がりエッジ(Falling 
Edge) 

立ち下がりエッジ(Fall
ing Edge) 

スタートビット検出エッジ      
(Start bit detection Edge) 

ノイズ除去(Noise Cancel)  無効(Disable) ジッタノイズ除去有効／無効     
(Jitter Noise Cancel Enable/Disable) 

ビットレートモジュレーション有効
(Bit Rate Modulation Enable)  

有効(Enable) ビットレートモジュレーション有効／無
効(Bit Rate Modulation Enable/Disabl
e) 

受信割り込み優先度(Receive Inter
rupt Priority)  

優先度2 データ受信割り込み優先度      
(Data Receive Interrupt Priority) 

送信割り込み優先度(Transmit Inte
rrupt Priority)   

優先度2 データ送信割り込み優先度      
(Data Transmit Interrupt Priority) 

送信終了割り込み優先度     
(Transmit End Interrupt Priorit
y)  

優先度2 送信終了割り込み優先度       
(Transmit End Interrupt Priority)  

エラー割り込み優先度(Error Inter
rupt Priority)   

優先度2 エラー割り込み優先度        
(Error Interrupt Priority)  
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ISDEプロパティ デフォルト値 内容 

共通 

パラメータ確認(Parameter Checking) デフォルト（BSP） これらは、SSPコードのAPIから渡
されるパラメータを確認するオプ
ションのSSP機能です。アプリケー
ションでSSPコードの追加確認が不
要な場合、ユーザはこれを無効に
することが可能です。 

ソフトウェア起動(Software Start)  無効(Disabled) 転送関数起動（ソフトウェア起
動）有効／無効 (Transfer functi
on start(Software start)) Enabl
e/Disable 

DTCベクタテーブルを保持するリンカセク
ション(Linker section to keep DTC vect
or table) 

.ssp_dtc_vector_tab
le 

DTCのベクタテーブル  

r_dtcイベントSCI0 TXIのモジュールg_transfer0転送ドライバ 

名前(Name) g_transfer0 転送関数のインスタンス名 

モード(Mode) 通常(Normal) DTCデータ転送のモード 

転送サイズ(Transfer Size)  1バイト 転送サイズ  

転送先アドレスモード(Destination Addre
ss Mode) 

固定(Fixed) 転送先のアドレスモード 

転送元アドレスモード(Source Address Mo
de)  

インクリメント(Incr
emented) 

転送元アドレスモード選択 

リピート領域(Repeat Area)（通常モード
では使用しません） 

転送元(Source)  

割り込み頻度(Interrupt Frequency)  すべての転送後に完
了 

 

転送先ポインタ(Destination Pointer)  NULL 転送先ポインタ 

転送元ポインタ(Source Pointer) NULL 転送元ポインタ 

転送数(Number of Transfers)  0 転送数 

ブロック数(Number of Blocks)（ブロック
モードでのみ有効です） 

0 ブロック数  

起動要因(Activation Source)（IRQを有効
にする必要があります）  

イベントSCI0 TXI 起動要因 

自動有効化(Auto Enable)  False 自動有効化  

コールバック(Callback)（ソフトウェア起
動でのみ有効です）  

NULL コールバック関数  

ELCソフトウェアイベント割り込み優先度
(ELC Software Event Interrupt Priorit
y)  

無効(Disabled) ELCイベント割り込み優先度 
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5.2 BSDソケットによるセルラー フレームワークの設定(Configuring Cellular Frame

work with BSD Socket)  

5.2.1 セルラー フレームワークモジュールオンチップスタック設定(Cellular framework mo

dule on-chip stack configuration) 

 

図14   オンチップスタックを使用するセルラー フレームワークモジュールの設定 

 

5.2.2 セルラーフレームワークモジュールCAT3/CAT1モデムデバイス設定(Cellular Framewor

k Module CAT3/CAT1 modem device configuration) 

オンチップスタック(On-chip Stack)を使用するセルラーモデム設定(Cellular Modem configuration)は、N

etXスタックを使用するセルラーモデム設定に関する詳細な設定と同じです。  詳細については、設定の項

5.1.1を参照してください。 

5.2.3 セルラーフレームワークモジュールUART設定(Cellular Framework Module UART confi

guration)  

オンチップスタックを使用するセルラーフレームワークのUART設定は、NetXを使用するセルラーフレームワ

ークのUART設定と同じです。  詳細については、設定の5.1.3項を参照してください。 

5.2.4 セルラー フレームワークモジュール依存層設定(Cellular Framework Module depende

ncy layer configuration)  

SFセルラーフレームワーク共通（3）、g_sf_comms0（4）、g_uart0（5）、g_transfer0（6）、g_transfer1

（7）の設定も、NetXを使用するセルラーフレームワークのリストに記載されている設定に似ています。設

定とその説明の詳細については、5.1項を参照してください。 
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6. アプリケーションのセルラーフレームワークモジュールの使用(Using the Cellular 

Framework Module in an Application)  

前項までの内容から、モジュールで利用可能な機能に応じて2種類の方法でセルラーハードウェアモジュー

ルを設定できることが分かりました。 

 ネットワーク通信にNetXスタック(NetX stack)をTCP/IPスタックとして使用する方法 

 ネットワーク通信にオンチップスタック(on-chip stack)をTCP/IPスタックとして使用する方法 
 
セルラーモデムがNetXアプリケーションプロトコルとともに使用される場合、コンフィグレータはセルラー

フレームワークを使用するネットワークポート(Network Port)の選択オプションを提供します。これらに関

するコンフィグレータのスナップショットとその詳細は、4項で説明しています。 

7. セルラーフレームワークモジュールアプリケーションプロジェクト(The Cellular Fr

amework Module Application Project)  

本項では、本アプリケーションガイドに対応するアプリケーションプロジェクトについて説明します。ま

た、アーキテクチャの詳細、そのコンポーネント、設定(configuration)の詳細、コード編成(code organiz

ation)、およびユーザアプリケーションコードについても説明します。   

以下の図では、アプリケーションのアーキテクチャ概要とそのデータフローを示しています。  右側には、

サービスプロバイダーのネットワークへの接続を、セルラー基地局経由のPPP接続(PPP conectivity)ととも

に示しています。アプリケーションデモの一環として、pingパケット(ping packet)がサービスプロバイダ

ーのネットワークでインターネットに移動してサーバからping応答で戻る様子を示しています。本アプリケ

ーションでは、ユーザがサーバIPアドレスにpingを実行すると、Synergy側で応答が受信されます。正常なp

ing応答（エコー）は、ネットワークIP通信に対してセルラー接続がプロビジョニング(provisioned)された

ことを示します。 

 

 

   

図15   セルラーフレームワークアプリケーションの概要 
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7.1 セルラー アプリケーションソフトウェアアーキテクチャの概要(The cellular ap

plication software architecture overview)  

  

   

図16   セルラーアプリケーションソフトウェアアーキテクチャ 

 
アプリケーションは以下の2つのユーザ定義スレッド(user defined thread)で構成されます。 

1. コンソールスレッド(Console thread)  

2. セルラースレッド(Cellular thread)。このスレッドとその機能の詳細は、個々のスレッドの項で説明

します。 

7.1.1 コンソールスレッド(Console thread) 

コンソールスレッドはアプリケーションのユーザインタフェース部分を処理します。このユーザインタフェ

ース部分では、アプリケーションを実行するために、Tera termまたは同等のコンソールアプリケーション

を介してアプリケーションと連携することが可能です。コンソールスレッドは、コマンドラインインタフェ

ース（CLI）を提供するコンソールフレームワーク(console framework)を使用します。コンソールフレーム

ワークインフラストラクチャにより、アプリケーションのCLIメニューとコマンドが追加されます。ここで

は、セルラー接続で簡単なPingアプリケーションを実証するようにCLIがカスタマイズされています。コン

ソールスレッドは、コマンドのユーザ入力データ(user entered data)を受信すると、コールバックを呼び

出します。各コマンドのコールバックはコマンドデータを処理します。本アプリケーションでは、ここでユ

ーザが「ping 8.8.8.8」（pingはコマンドです）と入力した場合、8.8.8.8はpingコマンドの引数(argumen

t)になります。引数が解析されて処理されると、コンソールスレッドはメッセージキュー(message queue)

を介してセルラースレッドにデータを送信します。  ユーザインタフェースおよびコマンドラインインタフ

ェースのスナップショットを以下に示します。PCとの通信はUSB CDCで実行されます。  コンソールフレー

ムワークと連動するコンソールスレッドのスナップショットを以下に示します。  
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図17   コンソールスレッドおよびコンソールフレームワークコンポーネントのスナップショット 

 
注： アプリケーションへのコンソールフレームワークの追加およびパラメータの設定に関する詳細につい

ては、本書の参考情報の項に記載されているモジュールガイドドキュメントのConsole Framework Mo
dule Guideを参照してください。  
 

コンソールスレッドに対してコンフィグレータが生成したコードおよびコンソールフレームワーク固有のコ

ードはsynergy_gen/console_thread.c/hにあります。ユーザ追加コードはsrc/console_thread_entry.cにあ

ります。コマンドラインインタフェースのコマンドとそのコールバックはconsole_thread_entry.cにあるコ

ードです。  

図18   コンソールベースのCLIを使用するユーザインタフェース 
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7.1.2 セルラーアプリケーションスレッド(Cellular Application Thread) 

コンフィグレータによって生成されたコード（cellular_thread.c/h、common_data.c/h、およびフレームワ

ークコード）と、それと連動するセルラーアプリケーションスレッド（cellular_thread_entry.c）は、セ

ルラーアプリケーションを担当します。セルラーフレームワークと連動するIPインスタンスは、コンフィグ

レータによって追加されると、PPPスタックをフレームワークの一部として組み込みます。また、NSALおよ

びセルラーデバイスドライバコード(Cellular device driver code)も組み込みます。本スレッドから自動

生成されたコードがセルラーの初期化を担当します。（cellular_thread_entry.c）にユーザが追加したコ

ードは、主にデータ接続とICMP pingを担当するため、Ping要求をユーザが入力したパブリックIPアドレス

に送信し、Ping応答を確認します。  コンソールスレッドとのスレッド間通信はメッセージキュー(message 

queue)を介して行われます。メッセージが受信されると、セルラーアプリケーションスレッドはメッセージ

を処理し、ユーザが望む機能を実行する関数を呼び出します。  

セルラースレッドの一環として、メッセージキュー（g_cellular_queue）およびCLIイベントフラグ（g_cli

_event_flags）が作成されます。スレッドスタックにある個々のモジュールの設定については、5項で詳し

く説明しています。ユーザは設定(configuration)を参照してアプリケーションを再作成することが可能で

す。一部のコンフィグレータモジュールはオプションであり、作成されたアプリケーションでもオプション

のままになっています。 

 

 

   

図19   セルラースレッドとその設定  
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図20   セルラースレッドイベントフラグとその設定  
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コンソールスレッド(console thread)とセルラースレッド(cellular thread)との間で通信を行うメッセー

ジキューに関する設定の詳細を下図21に示します。メッセージサイズは16バイトに選択されています。 

 

   

図21   セルラースレッドメッセージキューとその設定  
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IPインスタンスは、TCP/IPスタック(TCP/IP STACK)をプロジェクトに配置するように設定されます。TCP/IP

一式をプロジェクトに配置しても、ICMPのみが有効になります。その他のすべてのプロトコルは、付属のサ

ンプルアプリケーションに必要ない場合は、有効になります。また、IPアドレス192.168.0.2はデフォルト

の設定ですが、このIPアドレスは使用されません。PPP接続確立プロセス(PPP establishment process)は、

通信のためにピアのIPアドレスを取得します。あらゆるデータ通信は、ピア(peer)から発行されるIPアドレ

スで発生します。 

 

   

図22   セルラースレッドのIPインスタンスとその設定  
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設定されたIPインスタンスは、いくつかの依存層（NetX共通など）をプロジェクトに配置します。ユーザは

NetX共通(NetX common)に対して何も設定する必要はありません。 

 

   

図23   セルラーのNetX共通とその設定  

 
IPインスタンスは依存パケットプールインスタンス(dependency Packet Pool Instance)も配置します。パ

ケットサイズとパケット数はここでアプリケーションに対して設定されます。 

 

 

   

図24   セルラーのNetXパケットプールとその設定  
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セルラー フレームワークsf_cellular_nsal_nx設定(configuration)をアプリケーションに使用するNetXポ

ート(NetX port)は、以下の図に示すとおりです。PPPのスタックは2048バイトとして設定されています。ユ

ーザは、PPPリンクアップ(Link UP)およびPPPリンクダウン(Link Down)のコールバック関数を設定するオプ

ションを利用できます。これらは、アプリケーションレベルのリンクアップイベント(Link UP event)また

はリンクダウンイベント(Link Down Event)をアプリケーションで処理する際に役立ちます。ローカルおよ

びピアのIPアドレスは0,0,0,0のままになっています。つまり、LCPとIPCPのネゴシエーションが正常に完了

すると、ピア(peer)はローカル側のIPアドレスを割り当てます。 

 

   

図25   セルラーのNetXポートとその設定  

 

   

図26   セルラーのNetX PPP共通とその設定  
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セルラーモデム固有の設定は、以下の図27および図28に示すように設定されます。本アプリケーションで使

用されるモデムは、TSVG（ベライゾンネットワークの場合、CAT3北米市場）、GELS3（CAT1北米ベライゾン

ネットワーク）です。他のモデムが使用される場合には、それに応じて設定を行う必要があります。さら

に、SIM PIN、優先オペレータ名、およびその形式もここで設定が可能です。これらは、優先オペレータ数

が2以上の場合に効果があります。 

この設定は、アプリケーションがプロビジョニングおよびデータ処理イベントを処理するための受信コール

バック関数(Receive Callback function)とプロビジョニングコールバック関数(Provisioning Callback fu

nction)も提供します。本アプリケーションの循環バッファ(Circular Buffer)は512バイトとして選択され

ています。セルラーモデムリセット(Cellular Modem Reset)のリセット端子（GPIO）も提供します。 

 

 

 

   

図27   CAT3モデム設定  
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図28   CAT1モデム設定  
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図29   セルラー スレッドのNetX共通とその設定  

 

 

   

図30   セルラーの通信フレームワークとその設定  

 
 

 

 

 

 

 

 



Renesas Synergy™ プラットフォーム セルラー フレームワーク 

R30AN0311JU0103  Rev.1.03  Page 60 of 75 

2018.08.07  

セルラーフレームワークの一部として設定されたパケットプール(Packet Pool)は、IPインスタンスの一部

として設定されたパケットプールとは異なります。セルラーフレームワークのパケットプール設定は、以下

の図31に示すとおりです。鍵記号は、デフォルトとしてシステムで設定されている値であり、ユーザが設定

できないことを表しています。 

 

   

図31   セルラー データを処理するためのパケットプールとその設定  
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本アプリケーションのセルラーフレームワークはUARTを使用してモデムと通信します。以下の図32は、セル

ラーアプリケーションに関する設定の詳細を示しています。チャネル0はPK-S5D9ボードに使用されます。ボ

ーレート(Baud rate)のデフォルトは115200です。ボーレートが異なるモデムの場合でも、ここで同じ値を

設定することが可能です。UART設定の詳細については、UART Module Guidesを参照し、r_sci_uartを検索し

てください。 

 

   

図32   UARTドライバとその設定  
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TxおよびRx用の転送ドライバ(Transfer driver)は、図33および図34に示すように設定されます。これはシ

ステムによって設定され、ユーザがこれらの設定を変更することはできません。 

 

   

図33   TX転送ドライバとその設定  
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図34   RX転送ドライバとその設定  
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PMODBに接続されたセルラーモデムのリセット端子設定は、以下の図35に示すとおりです。 

 

   

図35   セルラーハードウェアモジュールリセット端子（PMOD端子8）とその設定  
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7.1.3 セルラーフレームワークモジュールコードの概要(Cellular framework module code o

verview)  

本項では、セルラーフレームワークのファイル構造とそのアプリケーションを以下に示します。プロジェク

トがインポートされてプロジェクトの内容が生成されたら、より詳細に理解するためにコードを確認してく

ださい。 

 

 

   

図36   セルラーアプリケーションコード編成の概要 
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図37   セルラーフレームワークコード編成の概要（CAT3の場合） 
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図38   セルラーフレームワークコード編成の概要（CAT1の場合） 
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8. セルラー フレームワークモジュールアプリケーションプロジェクトの実行(Running 

the Cellular Framework Module Application Project) 

セルラーアプリケーションプロジェクトを動作させ、対象キットで実行されていることを確認するには、

（CAT1モデムまたはCAT3モデムに応じて）付属のアプリケーションプロジェクトをISDEにインポートするだ

けです。プロジェクトをe2 studioにインポートしてビルド／実行する手順については、バンドルの一部と

して付属しているSSP Import Guide（英文：r11an0023eu0120-synergy-ssp-import-guide.pdf、和文（参考

資料）：r11an0023ju0116-synergy-ssp-import-guide.pdf）を参照してください。  

8.1 セルラーハードウェアモジュールのアクティベーション(有効化)と設定の詳細 

(Cellular harware module activation and setup details)  

セルラーハードウェアモジュールにはSIMカードのスロットがあります。セルラーハードウェアモジュール

がアクティベーションされていない場合には、セルラーハードウェアモジュールのIMEI番号およびSIMカー

ドのSIM ID番号をメモしてください。これらは、セルラーハードウェアモジュールをアクティベーションす

るために必要になります。  

サービス事業者に連絡して、セルラーモデムをM2Mネットワークに追加するよう依頼します。または、ユー

ザ側からサービス事業者のポータルアカウントを使用して、同じ作業を実行することも可能です。  

SIMカードをSIMスロットに挿入します。サービス事業者はモジュールをアクティベーションし、サービス事

業者のネットワークにデバイスを追加します。モジュールがネットワークに追加されたら、サービス事業者

はAPN（アクセスポイント名）をモジュールに割り当てます。正常にアクティベーションされた後、これら

の証明書が提供されます。 

ユーザは、USB – TTL（USB- RS-232  3.3Vシリアル）を使用してモデムをPCに接続することで、モデムがア

クティベーションしているかどうかを確認することも可能です。詳細なコマンドについては、ATコマンドセ

ットのマニュアルを参照してください。 

プロジェクトを実行する前に、上記の図39に示すように、CAT3またはCAT1セルラーハードウェアモジュール

をPK-S5D9のPMODBに接続する必要があります。セルラーハードウェアモジュールは、本書の参考情報の項に

記載されている参照リンクから購入することが可能です。 

注：cellular_thread_entry.c内部のAPN名を変更する必要があります。（DEFAULT_APN_NAME）を探し、アク
ティベーションされたモジュールのAPN名に置き換えてください。サンプルのAPN名を以下に示しま
す。 

#define DEFAULT_APN_NAME            "VZWINTERNET" 

 

注：ユーザは、アクティベーションされたモデムのコンテキストIDとPDPコンテキストもメモする必要があ

ります。これらは、サービス事業者による割り当てで必要になります。 

 
注：IMEI番号とSIM番号は結合されている場合があるため、SIMを別のセルラー ハードウェアモジュールで

交換しても動作しない可能性があります。 

注：APN名はサービス事業者によって変わります。「VZWINTERNET」はベライゾン北米向けです。 

注：ユーザは、地域およびサービス事業者に適したNimbeLinkのウェブサイトからモデムを確認する必要が

あります。  

  

https://www.renesas.com/jp/ja/doc/products/renesas-synergy/apn/r11an0023eu0120-synergy-ssp-import-guide.pdf
https://www.renesas.com/jp/ja/doc/products/renesas-synergy/apn/r11an0023ju0116-synergy-ssp-import-guide.pdf
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8.2 PK-S5D9ボード設定の詳細 (PK-S5D9 Synergy MCU board setup details) 

図39に示すように、ジャンパ（J15）を使用するPMOD Bに3.3Vが選択されていることを確認してください。 

 

 

図39   セルラーハードウェアモジュールのハードウェア設定 

 
注： モジュールに3.3Vを選択することが重要です。そうしないと、モジュールが破損する可能性がありま

す。  
 
指示どおりにジャンパを設定した後： 

 セルラー ハードウェアモジュール（CAT1またはCAT3）をPMOD Bコネクタに接続します。 

 マイクロUSBケーブルをJ19ポートに接続して、ボードの電源を投入します。 

 セルラーハードウェアモジュールには5Vの追加電源が別途必要です（これがないと動作しません）。  

 

J5からPCにUSBデバイスを接続します。 
 

8.3 サンプルアプリケーションの実行(Run the sample application)  

セルラーフレームワークアプリケーションプロジェクトを実行するには、以下の手順に従います。 

1. インポート(Import)が終了すると、アプリケーションのビルドとイメージのダウンロードが実行されま

す。  

2. アプリケーションのデバッグを開始します。 
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3. Tera Termコンソールを開きます。PCでUSB CDCが検出された場合、Tera Termコンソールに出力を表示

することが可能です。検出されない場合には、適切なドライバをインストールする必要があります（8.

4項を参照してください）。  

4. ユーザは目的のIPアドレスにpingを実行するコマンドを選択する必要があります。 

5. ユーザインタフェースおよびPingコマンドの実行については、サンプルスナップショットを参照してく

ださい。 

 

 

図40   セルラーフレームワークアプリケーションプロジェクトのサンプル出力 
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 注： Windows 10でテストする場合、USBXデバイス設定クラスコードをCommunicationsからMiscellaneous
に変更する必要があります。そのためには、「Threads」タブの「Console Thread」に移動し、USBX
デバイス設定のクラスコードプロパティ(Class Code property)を変更します。続いて、イメージを
再ビルドします。 
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8.4 USB CDCデバイスドライバのインストール(Install the USB CDC device driver) 

本アプリケーションプロジェクトのコンソールフレームワーク(console framework)は、USB CDCデバイスの

通信フレームワーク(communication framework)を使用します。このためには、USB CDCデバイスドライバが

PCにインストールされている必要があります。 

Windows 10 PCの場合、以下の図41に示すようにPK-S5D9をUSBシリアルデバイスとして検出できるため、USB 

CDCデバイスドライバ(USB CDC device driver)をインストールする必要はありません。 

 

 

図41   Windows 10のUSB CDCポートの一覧 

 
Windows 7の場合、SK-S7G2 USBデバイスポートはPCに接続された後に不明なデバイス(Unknown Device)とし

て最初に検出されます。次に、このデバイスを右クリックし、「Update Driver software」を選択します。 

ドライバの場所の入力を求められたら、本アプリケーションプロジェクトの一環として提供されるWindows 

USBシリアルドライバ(USB serial driver)の場所を参照します。ドライバが更新された後、Windows 10にあ

るような新しいCOMデバイスがデバイスマネージャーに表示されます。  

9. セルラーフレームワークモジュールの終了(Cellular Framework Module Conclusion)  

本アプリケーションノートで、サンプルプロジェクトでセルラーフレームワークモジュールを選択、追加、

設定、および使用するために必要な情報を提供しました。これらの手順の多くは、従来の組み込みシステム
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では、時間がかかり間違いを犯しやすい作業でした。Renesas Synergy™プラットフォームにより、これらの

作業に要する時間が大幅に短縮され、一般的なエラー（設定の競合、ロウレベルドライバの誤選択など）が

取り除かれます。本アプリケーションノートで提示するようなハイレベルAPIを使用することで、高いレベ

ルで作業を開始できるようになり、従来の開発環境を使ったり、ロウレベルドライバを作成するのに要した

時間を無くし、開発時間がさらに節減されます。 

10. セルラーフレームワークモジュールの次の手順(Cellular Framework Module Next St

eps) 

簡単なセルラーフレームワークプロジェクトに習熟した後は、より複雑なサンプルを検討してみるとよいで

しょう。他のセルラーベースのアプリケーションについては、Renesas Synergy™ウェブ（https://www.rene

sas.com/ja-jp/products/synergy.html）にアクセスしてください。  

11. 参考情報(Reference Information)  

SSPユーザーズマニュアル：SSPディストリビューションパッケージのhtml形式で利用可能であり、Renesas 

Synergyギャラリーからpdfとしても利用可能です。最新の参考資料とその場所を確認するには、Synergyナ

レッジベースにアクセスしてモジュール名を検索し、module guide referencesを検索に含めます。  

たとえば、r_docモジュールの参考情報を探している場合、https://en-us.knowledgebase.renesas.com/Eng

lish_Content/Renesas_Synergy%E2%84%A2_Platform/Renesas_Synergy_Knowledge_Baseにアクセスし、検索

バーにr_doc module guide referencesと入力します。検索により結果のリストが表示され、先頭はモジュ

ールガイドのリファレンスページになります。以下のURLでは、この例の検索結果が直接表示されます。 

 
https://en-us.knowledgebase.renesas.com/Special:Search?fpid=230&search=r_doc%20module%20guide&pa

th=&limit=55&page=1&q=r_doc%20module%20guide%20references&tags 

https://www.renesas.com/ja-jp/products/synergy.html
https://www.renesas.com/ja-jp/products/synergy.html
https://en-us.knowledgebase.renesas.com/English_Content/Renesas_Synergy%E2%84%A2_Platform/Renesas_Synergy_Knowledge_Base
https://en-us.knowledgebase.renesas.com/English_Content/Renesas_Synergy%E2%84%A2_Platform/Renesas_Synergy_Knowledge_Base
https://en-us.knowledgebase.renesas.com/Special:Search?fpid=230&search=r_doc%20module%20guide&path=&limit=55&page=1&q=r_doc%20module%20guide%20references&tags
https://en-us.knowledgebase.renesas.com/Special:Search?fpid=230&search=r_doc%20module%20guide&path=&limit=55&page=1&q=r_doc%20module%20guide%20references&tags
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アプリケーションサンプルを実装するための実践的な手法として（単に学習用の参考情報としてではなく）
本ガイドを利用したいユーザは、ISDE（適切なバージョンのSSPを含むe2 studio ISDEまたはIAR Embedded 
Workbench® for Renesas Synergy™）をPCにインストールして運用している必要があります。この前提条件
を満たすには、Getting Started Guide for the Renesas Synergy Platformに従います。 

 サンプルプロジェクトがSynergy MCUで動作させるには、ISDEおよびSSPに加えて、ハードウェアターゲ
ットも必要になります。このためには、Renesas認定ディストリビュータからキットを購入します。デ
ィストリビュータのウェブサイトでキットを探すには、ディストリビュータの検索ウィンドウでキット
名を検索するだけです。アプリケーションサンプルプロジェクトの対象となるキットは以下のとおりで
す。 

 PK-S5D9キット 

北米市場（ベライゾンサービス事業者）の場合、ユーザはSynergy MCUキットに加えてNimbeLink PMODアダ
プタ、セルラー ハードウェアモジュール、およびモジュールでサポートされているSIMも購入する必要
があります。これらは以下のリンクから購入することが可能です。 

 
https://www.digikey.com/product-detail/en/NL-SW-LTE-TSVG/1477-1011-ND/4977073 

https://www.digikey.com/product-detail/en/nimbelink-llc/NL-AB-PMOD-SYN/1477-1038-ND/5825469 

https://www.digikey.com/products/en?keywords=ANT%20EXT%20GPS%2FLTE%20SMAM%20HINGED%2072MM 

https://www.digikey.com/products/en?keywords=SIM%204G%20VERIZON%203FF 

 

注：各地域でサポートされているモデムの詳細については、http://nimbelink.com/も参照してください。 

 

本ガイドは、プロジェクトの作成、スレッドの追加、スタックの作成、モジュールの設定、実行、およびデ

バッグにSynergy ISDEとSSPを使用する方法を熟知しているユーザを前提としています。スタートアップガ
イド（e2 studio ISDE、IAR Embedded Workbench® for Renesas Synergy™、およびSSP向け)を読んだり、入

門ビデオを見たり、個別指導の実習を受けたりすることで、この前提条件を満たすことが可能です。 

Synergy ウェブ 

https://www.renesas.com/ja-jp/products/synergy.html 

 

はじめてのSynergy開発 導入支援サイト 

https://www.renesas.com/ja-jp/promotions/implementation/synergy.html 

 

Synergyナレッジベース：  

https://ja-jp.knowledgebase.renesas.com/Japanese_Content/Renesas_Synergy%E2%84%A2_%E3%83%97%E3%8

3%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0 

  

https://www.digikey.com/product-detail/en/NL-SW-LTE-TSVG/1477-1011-ND/4977073
https://www.digikey.com/product-detail/en/nimbelink-llc/NL-AB-PMOD-SYN/1477-1038-ND/5825469
https://www.digikey.com/products/en?keywords=ANT%20EXT%20GPS/LTE%20SMAM%20HINGED%2072MM
https://www.digikey.com/products/en?keywords=SIM%204G%20VERIZON%203FF
http://nimbelink.com/
https://www.renesas.com/ja-jp/products/synergy.html
https://www.renesas.com/ja-jp/promotions/implementation/synergy.html
https://ja-jp.knowledgebase.renesas.com/Japanese_Content/Renesas_Synergy%E2%84%A2_%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0
https://ja-jp.knowledgebase.renesas.com/Japanese_Content/Renesas_Synergy%E2%84%A2_%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0
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ホームページとサポート窓口 

サポート： https://synergygallery.renesas.com/support 

テクニカルサポート： 

 アメリカ： https://www.renesas.com/en-us/support/contact.html   

 ヨーロッパ： https://www.renesas.com/en-eu/support/contact.html  

 日本：  https://www.renesas.com/ja-jp/support/contact.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 

https://synergygallery.renesas.com/support
https://www.renesas.com/en-us/support/contact.html
https://www.renesas.com/en-eu/support/contact.html
https://www.renesas.com/ja-jp/support/contact.html
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